研究発表会「ラージャスターンの芸能文化」
日　時：2004年6月17日(木)18:20-20:00
場　所：「１１５」教室

水上恵美子（ウルドゥー語専攻、総合文化コース４年）
「砂漠に舞う女――ラージャスターンのKalbeliya部族における芸能文化研究」

１ジプシーの起源とその芸能文化

●ジプシーのインド起源説

　－「ロマニ語」の研究によって明らかになったジプシーのインド起源説

　　言語学上の証拠・サンスクリット語とロマニ語の類似性

　　　　　　　　　・基本語彙と呼称名詞にみる二つの言語の類似性

　　　

	日本語
	英語
	サンスクリット語 
	ヒンディー語
	ギリシア・ロマニ語
	ウェールズ・ロマニ語
	銅細工師ロマニ語

	大きい
	big
	vaDra
	baRaa
	baro
	baaro
	baro

	鼻
	nose
	nakka
	naak
	nak
	nakh
	nakh

	水
	water
	paniya
	paanii
	pani
	paanii
	pai

	あなた
	You単数
	tuvam
	tu
	tu
	tu
	tu

	飲む
	(to)drink
	pibati
	pi-
	pi-
	pi-
	pi-

	眠る
	(to)sleep
	svapati
	soonaa
	sov-
	sov-
	sov-


　　歴史・社会学上の証拠・歴史書にあらわれるジプシー

· 穢れの概念

· 職業

●ジプシー芸能文化

　－職業としての音楽「門付け芸」

　－ジプシー音楽をみるための二つの視点・「芸／芸能」としての側面

　　　　　　・「様式／形式」としての側面

　－ジプシー音楽の分類と系統

　Ａ．「ジプシー楽団」「ジプシーアンサンブル」：ヴァイオリン、ツィンバロム、コントラバス

中心の編成。ハンガリー、ルーマニア、チェコほか

　Ｂ．「ブラスバンド」：（オーケストラ）ユーゴ、トルコ、マケドニア、ブルガリア他

　Ｃ．「大衆歌謡」「歌もの」：マケドニア、ルーマニア、アルバニア、トルコ他

　Ｄ．「フラメンコ」：踊り、ギター、歌の三位一体スタイル。スペイン

　Ｅ．「ジプシー・スウィング」：２０世紀の新しいスタイル、スウィングの系統。フランス、ド

イツ、オランダ等

　Ｆ．その他の国々のジプシー音楽

　Ｇ．アコーディオン中心のアンサンブル

　Ｈ．ジプシーキングスのしめすジプシー性

　Ｉ．トニー・ガトリフの描く自由でアナーキーな世界

２ジプシーの起源の地、ラージャスターン

●ラージャスターン

　－ラージャスターン州の基本情報

　　　　　面積：34万2239平方キロメーロル

　　　　　人口：4400万（1991）

　　　　　産業：北西部･･･牧畜、東南部･･･農業

　－「武将（ラージャ Raaja）の土地（スターン sthaan）」→神話伝説、叙事詩

●ラージャスターンの民族音楽の概要

　－ラージャスターンの芸能集団

　例）マンガニヤール（民謡を歌う）

　　　　ボーパ（絵解き芸能）　

　　　　ランガ（イスラム教、民謡を歌う）など

	
	集団名
	職能
	宗教
	移住地域

	音楽
	バンチダー(Banchhda)

バラート／ラーオ(Barat/Rao)

シャラン(Sharan)

ダグバール(Dagbar)

ダマミ(Damami)

ドーラー(Dhola)

ドーリー(Dholi)

カールベーリヤー(Kalberia)

カマド(kamad)

ランガ(Langa)

マンガニヤール(Manganiyar)

ミーラースィー(Mirashi)

ナト／ラージ・ナト(Nat/Raj Nat)

ラーナー(Rana)

サルガラ(Sargara)
	シンガー、ダンサー

シンガー、演奏家

作曲、シンガー

楽器制作

ドラム

ドラム、ダンサー、シンガー

演奏家（管楽器）、ドラム

シンガー、ダンサー、演奏家

ダンサー、シンガー

音楽家

音楽家

シンガー、ダンサー

ダンサー、シンガー

宮廷音楽家

ドラム
	ヒンドゥー

ヒンドゥー

ヒンドゥー

ヒンドゥー

ヒンドゥー

ヒンドゥー

ヒンドゥー

ヒンドゥー

ヒンドゥー

イスラーム

イスラーム

イスラーム

ヒンドゥー

ヒンドゥー

ヒンドゥー
	ジャラワール

ドゥンガルプル

アジメール

ラージ・サマンド

ジョードプル

サワーイ・マドープル

ドゥンガルプル

ビーカーネール

チタウル

バラトプル

コーター

ビーカーネール

アルワル

ビーカーネール

パールメール

	芸能
	アーヒール(Ahir)

バーンド(Bhand)

マダーリー(Madari)

サンチヤー(Sanchia)
	ヘビ使い

笑い芸、道化師、人形使い

動物芸

曲芸師
	ヒンドゥー

ヒンドゥー

ヒンドゥー

ヒンドゥー
	アルワル

ガンガー・ナガル

ウダイプル

バリ

	占い

アート
	ボーパ(Bhopa)

ダコート(Dakot)

グッルー(Gurru)

クマーワト(Kumawat)

ウスター(Usta)

ヤティ(Yati)
	絵解き、祭司

運勢、占星術

占星術、手相

宗教画、彫刻

ミニチュア画

いやし、呪術、名付け
	ヒンドゥー

ヒンドゥー

ヒンドゥー

ヒンドゥー

イスラーム

ジャイナ
	ビーカーネール

ラージ・サマンド

ブーンディー

ジャイサルメール

トゥンガルプル

ジャイプル


　－民族音楽と芸能文化

　　　特徴１）長い歴史と独自のアイデンティティ

　　　　　２）多様性

　　　　　３）芸術事業への奨励保護

　　　区分１）本来の純粋な形のフォーク

　　　　　２）＊＊＊＊＊

　　　　　３）職能としてのフォーク

　　　　　４）洗練されたフォーク

　　　楽器１）弦楽器

　　　　　２）吹楽器

　　　　　３）小打楽器

　　　　　４）膜鳴楽器

　　　舞踊１）円形ダンス

　　　　　２）アクロバッティックなダンス

３インドジプシーを求めて

●ラージャスターン卒論研究旅行

●コーマル・コーターリ氏との会話

４インドジプシー芸能文化の現場から－カールベールリヤー音楽家との１週間－

●カールベーリヤーとは

●カールベーリヤー芸能

５まとめにかえて

